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開催目的

開催期間

　仙台藩の重臣、片倉小十郎公が城下町としての礎を築き上げた本市は、

古典芸能伝承の館整備や、白石城復元事業等、歴史を活かした個性あふれ

るまちづくりを推進しています。

　二代重長は、徳川幕府政権を確固たるものとし、豊臣家が滅亡すること

となった大坂夏の陣（1615年）に参戦し、豊臣方を代表する真田幸村と激

戦を繰り広げました。

　その際、敵方である真田幸村公の子女を託され、真田家ゆかりの史跡も

市内に数多く残されています。

　戦国時代にその名を残した真田氏に縁のある全国の市町村が、新世紀

を記念して白石市に集い、人的、物的な交流を深め、広域的な連携のもと

に地域の活性化を図ることを目的として開催します。

平成13年11月11日（日）～12日（月）

開催場所 白石市文化体育活動センター（ホワイトキューブ）
コンサートホール

主　　催 新世紀「真田サミット」実行委員会・白石市

内　　容 ● 真田サミット第1部「基調講演」

● 真田サミット第2部「シンポジウム」

● 真田サミット第3部「特別創作講談」

● 参加市町村による史跡めぐり

参加市町村 秋田県：岩城町

群馬県：沼田市・中之条町・吾妻町・長野原町・嬬恋村・月夜野町

長野県：長野市・上田市・真田町

大阪府：大阪市

和歌山県：九度山町

宮城県：白石市
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真田サミット日程

1日目 11月11日（日）

2日目 11月12日（月）

■会場／白石市文化体育活動センター（ホワイトキューブ）
　　　　コンサートホール

10：00～

12：00～

13：00～

13：15～

13：45～

15：20～

15：30～

16：20

受　　付

第23回白石市農業祭「餅まき」参加（参加市町村長等）

開　　会
　実行委員長あいさつ
　歓迎のあいさつ（白石市長・白石市議会議長）
　来賓のあいさつ（片倉邦雄・大東文化大学大学院教授）

真田サミット第1部「基調講演」
　演題：「白石と真田家のゆかり」
　講師：成城大学　学長　我 妻 建 治 氏

真田サミット第2部「シンポジウム」
　テーマ：歴史を活かしたまちづくり
　コーディネーター：成城大学　学長　我妻建治氏
　パネラー：参加13市町村長

休　　　憩

真田サミット第3部「特別創作講談」
　演題：大坂合戦異聞「智将と娘」
　講談師：旭　堂  小南陵（きょくどう　こなんりょう）

閉　　　会

  9：00

 11：30

白石市内の真田史跡等めぐり

1.　当信寺［阿梅・大八の墓］  

2.　白石城（天守閣・歴史探訪ミュージアム

　　　　　／立体ハイビジョンシアター・

　　　　　片倉小十郎と家臣展）

3.　真田幸村墓

案内：中橋  彰吾（白石市文化財保護委員会委員長）

～
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共 同 宣 言

真田氏の歴史ロマンを後世に継承し、人々の活力

とします。

真田氏の歴史ロマンをまちづくり、人づくりに活かし、

心のかよいあう温かいまちを築きます。

平成13年11月11日

新世紀『真田サミット』

真田氏ゆかりの地域間における信頼関係を築き、

相互理解のもと人的、物的交流の促進を図ります。

　戦国の乱世をたぐいまれな武勇と智略で生き抜いた

真田氏は、 武士道を貫き400年以上の時を超えて現代

の人々の心にその名を残しています。

　 この真田氏にゆかりの全国の市町村が、宮城県

白石市に集い「新世紀真田サミット」において、 次の

事項を確認し、 ここに高らかに宣言します。



新世紀『真田サミット』開催報告書

サミット第１部 基調講演

演 題： 白石と真田家のゆかり」「

講 師：成城大学 学長 我 妻 建 治 氏

只今ご紹介を頂きました我妻建治でございます。私は白石生まれの

人間でございます。また、真田家ゆかりの人間でもございます。

本日の演題として 白石と真田家のゆかり というテーマを与えら、「 」

ております。先程来、このテーマについてはいろいろお話がありまし

たので、前置きは略しまして、いきなり、白石の片倉家と真田家とい

う、そこからお話を始めていきたいと思います。

元和元年５月の大坂夏の陣の後に片倉家に引き取られてきた阿梅様、これは泰陽院とい
お う め たいよういん

う院号でございます 泰陽院様は白石に来て二代目の小十郎重綱 後 重長 法名は一法。 （ 、 ）、
いっぽう

、 。 、様でございますが 一法様の庇護を受けた やがて寛永の初めに一法様のご後室になられ

天和元年、78歳という大変長生きをされた方でございます。その後の三代、四代の片倉家

の当主のバックになって非常に泰陽院様は活躍されたのでございます。

この泰陽院様が白石に移られた後に、先程お話にありました妹さんの阿菖蒲様であると
おしょうぶ

か、あるいは大八という弟さんとか、そういう人たちが白石を訪れて片倉家の庇護のもと

に入っていくのです。阿菖蒲様のことは、片倉邦雄様が先程おっしゃられましたように、

この阿菖蒲様と田村定広との結び合わせてによって於喜多様、圓同院という院号でござい
お き た えんとういん

、 。ますが 圓同院様の名跡を継ぐということで今の片倉邦雄様がおられるわけでございます

それから、大八という、ちょっと女性にだけ様をつけて男には様をつけないのは、いささ

か様が悪いわけですが、この方が後に仙台藩士になりまして、幕末・維新のときには非常

に伊達家側として働いた方の先祖になるのでございます。

どうして一法様が泰陽院様を庇護するようになったかということについては大体三つの

説がございます。大坂落城の前日、５月６日の晩に真田方から保護してくれるようにとの

矢文を送られてそれを一法様が受けたというような話とか、あるいは一種の略奪婚であろ

うとか、たまたま一法様の陣屋の前に輿があった、しかし、中の女性の名前はわからなか

、 、ったというような いずれもそれなりにリアリティーに富んだお話がございますけれども

いずれが真実かということになりますと、私は歴史学をかじった者としては、はっきりと
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断言することは出来ません。この際は、まあ、一番おもしろいのがよかろうと。恐らくこ

れから講談があるようでございますが、講談では一番おもしろい話が出てくるだろうと思

いますが、その三つのうちの一つが出てくるはずでございます。少なくとも寛永の初めに

は一法様の後室になられるわけであります。

さて、一法様は、その先妻の方との間に、於喜佐様という娘さんがおられました。 凌
お き さ りょう

霄 院様ですが この方は 松前市正安広のところへ嫁入りしまして生まれたのが 三代目、 、 、
しょういん まつまえいちまさやすひろ

小十郎であります。この方は一法様の外孫に当たるわけですけれども、一法様はこの方を

幼少より引き取って、養子としました、景長、つまり逸山様と言われる方でございます。
いつざん

ですから逸山様という三代目の小十郎を、手塩にかけて泰陽院様は育てた。つまり養母と

して終生この人を守り育てたということになります。逸山様は、長じて、寛文事件という

仙台藩未曽有の難局にのぞみ、仙台藩の護持・存続のために大いにつとめられた方であり

ます。泰陽院様は、逸山様逝去の後、半年の後に亡くなられましたので、逸山様を、文字

どおり揺りかごから墓場までみとったことになります。

この逸山様の娘さんに於松様という方がおられますが、この方は貞樹院様という方でご
お ま つ ていじゅいん

ざいます。この方は二代藩主伊達忠宗公の子供の宗房という人に嫁いで生まれたのが仙台

藩五代目藩主で、後年、仙台藩中興の祖と言われます吉村公でございます。ですから、吉

村公の背景には、それとなく泰陽院様の力があったろうと考えていいだろうと思います。

一法様が亡くなられ、逸山様逝去後まで長生きしました泰陽院様は、ある意味では政宗公

や初代の傑山様（景綱）を育てた於喜多様（圓同院）と比べて、同じくらいの力を片倉家
けっさん

、 、 。のために また 間接的には伊達家のために阿梅様は尽力されたということでございます

そこで、１人の男子と３人の女子、あるいは４人の女子という考え方もできるかもしれ

ませんが、幸村の子供たちは白石に保護されますけれども、当時、これは、かなり公然の

。 、 、秘密でございました こういう人たちが仙台藩内にやっていきますと 続々と大坂の牢人

つまり真田の遺臣を含んだ大坂牢人が仙台藩に入ってきます。そして、特に白石にはたく

さん入ってまいります。そのような人びとを、片倉家のご家中の中で何人もそれを数える

ことができます。例えば、三井覚左衛門という人がおりますけれども、これは真田家の姻
み つ い か く ざ え も ん

族の一人でございますが、白石に来て５貫文の禄をもらいます。白石で５貫文というのは

非常に最上層のご家中で、全ご家中の一割にもならないくらいでございます。そういう中

で、この三井覚左衛門は５貫文とりのご家中として一法様のときに雇われて、そして終生

泰陽院様に仕える。その子孫は幕末まで続くことになります。ちなみにこの覚左衛門の第

ニ子善休は、白石に現存する清林寺の開山となっております。また、水野治郎左衛門とい
み ず の じ ろ う ざ え も ん

うような人は、これは３貫４００文ぐらいでございます。３貫文以上の家というのも非常

に上層のご家中でございます。これも大坂方の牢人でございます。現在も白石にはその子

孫がおられます。それから、桑名半兵衛というような人もおります。これも泰陽院様との
く わ な は ん べ い
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縁でご家中に雇われた人でございます。これは１貫５００文くらいのいわば中級の家中に

登用されてきているわけです。

このように、一法様や逸山様の御代に採用され仕えた、非常にたくさんの大坂方の牢人

あるいは真田の遺臣たちがこの白石に入ってきているわけでございます。当然それらの人

びとは家族を持ち、私のように足軽小者のような者まで入れますと、非常に多くの大坂牢

人あるいは真田の遺臣というものがあることになります。場合によっては、つまり、白石

という地域の習俗であるとか、あるいは生活文化というようなものを考える場合には、こ

の積み重なった中へそういうたくさんの人々が、少なくとも一法様あるいは逸山様、１７

世紀の初めから中ごろまでに白石へ流入した人たちの持ち込んだ風俗・習慣あるいは生活

文化というようなものがどれだけ今日に残っているか、その文化相を見つけ出す、これは

大変興味のあることだろうというふうに思いますし、しかし、その発掘は非常に難しい作

業になるかと思いますが。片倉邦雄様の奥様は元子様とおっしゃいます。私は、邦雄様よ

り奥様の方を随分昔からお名前を存じ上げている、文化人類学者といいますか、エスノロ

ジストでございます。いわゆる比較文化、比較民俗学といいますか、国を越えてフィール

ドワークもよくやられる著名な奥様でございます。この方が、白石に半年くらい、川井家

にでもお泊まりになって、じっくりとその比較的な方法、あるいは手続、いわばエスノロ

ジストとしての方法や手続を駆使しますと、ある意味ではそういう白石地方の文化の位相

が見えてくるかもしれません。今となっては遅いかどうか、柳田民俗学ではちょっとだめ

かなとか。私どもの成城大学は柳田民俗学のいわば日本の中心的な研究センターの一つで

ございますが、いささか柳田民俗学ではちょっと白石の文化の諸相を取り出すのは難しい

かもしれません。エスノロジーの方からなら取り出せるかもしれません。これは元子様に

でも市長はお願いして、白石市の教育委員会で大いに頑張ってもらいたいというふうに思

います。

私の持ち時間は３０分なのでございますが、まだ少々時間がございますので、もう一つ

今度は片倉家との関係とは別に、白石と真田家の話をしてみたいと思います。

皆さん、この「新世紀真田サミット」というパンフレットをお持ちだろうと思います。

６ページを開いていただきたい。ここに「真田一族系譜」というのがございます。この中

に、昌幸の子供に信之があり、信繁というのがある。信繁はつまり幸村のことでございま

す。阿梅様の妹に「あぐり」という女性がおります。あぐりは三春城主蒲生源左衛門郷喜
がもうげん ざ え も ん さ と よ し

室というふうに書いてございます。これは大変白石に関係があるといえば関係が非常にあ

ると考えられます。

天正１９年でございますが、蒲生氏郷はこの白石も含めて、少なくとも伊達政宗が会津
がもううじさと

黒川領を豊臣秀吉に没収される、秀吉のいわゆる奥州仕置のとき、９１万石という大名に

なって会津に入ってまいります 「黒川」という地名を「若松」というふうに変えたのが。
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蒲生氏郷でございます 白石 を 益岡 と地名を変えたのも蒲生でございます この蒲。「 」 「 」 。

生氏郷の家来に蒲生源左衛門郷成というのが４万石を与えられて白石城主になったと。こ
がもうげ ん ざ え も ん さ と なり

、 、 、 。れは 今 お城に上がりますと観光案内板がありますが その中にそう書いてございます

つまり、白石城主白石家から二代後くらいに蒲生源左衛門郷成というのが白石城主となり

ます。このときに、今日のような白石城の縄張りや白石の町割りが行われたと考えられま

す。この郷成の末が恐らく郷喜でございます。そして、そこへあぐり様が嫁入りをしたと

いうことになります。

あぐり様の養父になるのは、織田信長の軍団長でございました滝川一益の孫である一積
たきがわかずます いちあつ

という人でございます。この養女にあぐり様はなっておりまして、養女の資格でこの蒲生

源左衛門家に嫁入りしたということになります。それでは、滝川の養女になぜなったかと

いいますと、一積の細君は昌幸の娘で、幸村の妹であります。それでは、蒲生と真田はど

のような関係にあるかといいますと、あるいは直接関係があるかといいますと、これは氏

郷の時代にさかのぼりますと、ある程度想像がつくのでございます。

、 。 、 、蒲生氏郷は 織田信長の最末年は近江の日野で６万石でございました そして その後

本能寺の変の後に秀吉によって伊勢松坂で１２万石、それから二、三年たって１６万石に

なります。天正１８年になって会津に秀吉によって移封されて４２万石になり、翌年９１

万石になります。つまり天正１２年ころから七、八年のうちに６万石から９１万石になる

のです。ですから、禄高に応じて膨大な家臣団を蒲生氏郷は持たなければならぬことにな

ります。したがって、いろいろな牢人者を抱えてくることになります。

まず、蒲生源左衛門は柴田勝家の家来でございました。柴田勝家の没落の後に蒲生氏郷

に仕えます。もとは坂源次郎という名の侍でございますが、それが、蒲生の姓と郷の字を
さかげんじろう

もらいまして、蒲生源左衛門郷成となります。氏郷の家来のうちではかなりトップの方の

クラスになります。それから、滝川一益の家来も入っております。これは谷崎忠左衛門と
たにざきちゅうざえもん

いうのでございます。滝川一益に仕えていたのですが、一益の没落後、蒲生家の家来にな

って蒲生忠左衛門になります。これは２万５，０００石でございます。会津には、それで

はこのほかどういう人がいたかというと、幸村のおじ様に真田隠岐守信尹という人がござ
さなだおきのかみのぶただ

います。この人は後に徳川家の旗本になりますが、このころ蒲生に６，０００石で仕えて

いるのです。つまり会津若松にいたのです。また、真田家の家臣で、昌幸に仕えた人で、

曽根内匠助という、これも６，０００石で蒲生氏郷に仕えておるのです。
そねたく み の す け

このように見ますと、蒲生家とそれから真田家というか、あるいは滝川家というそうい

う関係が複雑に絡み合った人脈がありますから、滝川一積の養女が蒲生源左衛門家の嫁さ

んにやる、あるいはもらうなどというのはそれを後援する周辺の人々がいっぱいいた、い

わば縁があったということになります。このあぐり様はこの蒲生源左衛門郷喜の室なるの

はある意味では決して不自然ではない。しかも、郷喜というのはこれは蒲生源左衛門とい
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う、源左衛門はこの家の通称でございますから代々源左衛門を使うわけです。この源左衛

門というのは郷成のときの白石城主であったと。つまり、片倉家の白石入部のかなり前の

領主がこの蒲生源左衛門郷成であった。そういう意味では、このあぐり様も白石に「ゆか

り」のある家の奥方に結果的にはなっていたというようなことになろうかと思います。

この真田家の人びとを一つ一つ拾っていきますと、きょうは真田家「ゆかり」の１３市

町村の首長の皆さんが集まっておられますが、もっと広く、思いがけないところに思いが

けない「ゆかり」の人がいろいろいるかと思います。それから、片倉家は天下三陪臣の一

人と言われるくらいでございますから、片倉家のいわばネーションワイドに名をはせた家

でございますから、もっと広い深い範囲内で「ゆかり」を持つような人たちというものが

あろうかと思います。

申し上げれば、きりがない話になるわけですけれども、片倉家と真田家、蒲生を挟んで

、 、白石と真田家というようなことを もちろんご存じの方もおられるかと思いますけれども

一つの知識として、ここに皆さんに申し上げて私の講演を終わりにさせていただきたいと

思います。ご静聴ありがとうございました （拍手）。
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サミット第２部 シンポジウム

テーマ： 歴史を活かしたまちづくり」「

コーディネーター：成城大学 学長 我 妻 建 治 氏
あ が つ ま け ん じ

パ ネ ラ ー 和 歌 山 県 九 度 山 町 長 奥 野 恒太郎 氏：
お く の つ ね た ろ う

大阪府大阪市集客観光課長代理 芳 田 隆 氏
よ し だ た か し

長 野 県 真 田 町 長 箱 山 好 猷 氏
は こ や ま よ し の り

長 野 県 上 田 市 助 役 矢 島 広 道 氏
や じ ま ひ ろ み ち

長 野 県 長 野 市 教 育 長 久 保 健 氏
く ぼ た け し

群 馬 県 月 夜 野 町 長 小 林 雅 男 氏
こ ば や し ま さ お

群 馬 県 嬬 恋 村 長 松 本 先 氏
ま つ も と は じ め

群 馬 県 長 野 原 町 助 役 永 井 勉 氏
な が い つ と む

群 馬 県 吾 妻 町 長 一 場 貞 氏
い ち ば た だ し

群馬県中之条町歴史民俗資料館長 唐 澤 定 市 氏
か ら さ わ さ だ い ち

群 馬 県 沼 田 市 長 西 田 洽 司 氏
に し だ こ う じ

秋 田 県 岩 城 町 長 加 藤 鉱 一 氏
か と う こ う い ち

宮 城 県 白 石 市 長 川 井 貞 一 氏
か わ い て い い ち
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○進行（我妻建治氏）

それでは、早速シンポジウムを開催させていただきます。

まず、これまで３回、今回は４回目でございます。ある意味では２１世紀最初のシンポ

ジウムでございます。ついては、それぞれのサミット参加の首長さん方から、このサミッ

トに関わって、これまでどういうような真田を活かしたまちづくりに入っているか、そう

いった事例をいろいろお話いただいたり、あるいは今後どういうふうな施策を行おうとお

思いになっておられるか、そういうお話を聞かせていただきたいと思います。

ただし、ご発言の時間でございますけれども、１３市町村の皆さんたっぷり時間かかり

ますと日が暮れますし明日になってしまいますので、できれば３分程度でご発言をいただ

きたい。つまり、事例報告なり施策なりをお話しいただきたいと思います。

まず、初めでございますが、私のすぐ左隣に九度山町長の奥野さんがいらっしゃいます

が、奥野さんからお願いしたいと思います。

○九度山町長（奥野恒太郎氏）

皆さんこんにちは 私は 今ご紹介いただきました和歌山県九度山町。 、

長の奥野恒太郎でございます。

本日は 真田氏にゆかりのある市町村が このように一堂に会しまし、 、

「 」 、て開催されます 新世紀真田サミット に参加することができまして

大変光栄に存じます また 本日のためにご尽力いただきました白石市。 、

の皆様方に心から厚く御礼を申し上げます。

さて、九度山町について簡単に紹介させていただきますと、本町は和歌山県の北東部、

弘法大師（空海）がお開きになられました真言宗の聖地・高野山の麓の町であります。お

大師様のお母様をお祀りする慈尊院というお寺や真田庵などの歴史・文化遺産、また、す

ばらしい自然環境と温暖な気候に恵まれた静かな住みよい町であります。

本町では柿の栽培が盛んで、特に富有柿は品質日本一を誇っております。本日、物産展

に出展させていただいておりますので、今時分はもう完売であろうかと思います。売って

おりました職員がそちらの方へ来ておりますので、もう品物はないと思います。そういう

ようなことで、お買い求めいただきました方につきましては、市価の５分の１で本日お譲

りをいたしておりましたので、ぜひご賞味をいただきたいと存じます。

真田氏とのゆかりは、慶長５年の関ケ原の戦いに敗れた昌幸・幸村親子が、九度山の地

で閑居したことから始まります。善名称院というお寺がございまして、九度山でこの世を

去りました昌幸公のお墓がございます。現在では通称真田庵と呼ばれ、皆さんに親しまれ

ております。

本町では、昭和１１年より、毎年５月３日から５日までの３日間、真田まつりを盛大に

開催しておりまして、初日には真田庵において真田親子を偲んで厳かに法要を営み、また

町民総合グラウンドでは３日間ふれあい広場を開催し、ミニＳＬなど子供たちが喜ぶ各種

イベントを実施いたしております。しかし、何と申しましてもこの祭のメインは戦国絵巻

をほうふつさせる武者行列でありまして、真田出陣太鼓に送られて鎧・兜に身を包んだ真

、 、 、 、田親子を先頭に 十勇士や鉄砲隊 槍隊 なぎなた隊などが続く勇壮なものでありまして

沿道にはたくさんの見物客が詰めかけ大いににぎわっておるところでございます。
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ちなみに、数年前には真田町の町長さんにもお越しをいただきまして、馬に乗って真田

幸村を演じていただきました次第であります。これから、１３の市町村があるわけであり

ますけれども、できれば私の町の番が回ってまいりましたときには、各市町村長さんに十

勇士をやっていただきたいなということを思っております。５月５日でございますので、

秋ではないので私のところの名物の柿はございませんけれども、ぜひそのようにしていた

だきたいなというふうに思っております。

、 、そのほか このサミットを通じましていろいろな市町村の取り組みを聞かせていただき

我が町でもいろいろ取り組みをいたしておりますのは、商店街を「真田のみち」と命名い

、 、たしまして 六文銭をデザインした街路灯と特産の富有柿をデザインした街路灯の設置や

電柱のシートに真田十勇士のキャラクターを巻きつけるなど、真田氏とのかかわりや歴史

を体験していただけるまちづくりを行っております。

また、本町は真田氏の取り持つ縁で、長野県真田町さんと姉妹町の提携を結ばさせてい

。 。ただいております スポーツ大会を初め各方面での交流を深めさせていただいております

このように本町では真田氏が住民の生活にうまく溶け込んでおりますので、今後も引き

続き歴史を感じることのできるまちづくりを進めてまいりたいと考えております。

皆さんも和歌山県へお越しをいただきました節には、ぜひ九度山町へもお立ち寄りいた

だきますよう心からお待ちいたしております。歴史では、九度山（くどさん）と呼ばれて

おりましたけれども、今では九度山町（くどやまちょう）と申します。ぜひお越しくださ

い。

最後になりましたが、本日サミットにご出席の各市町村様の今後ますますのご繁栄と、

本日ご参加いただきました白石市の皆様方のご健康、ご健勝をお祈り申し上げ、九度山町

の紹介を終わらせていただきます。ありがとうございました。

○進行（我妻建治氏）

ありがとうございました。

九度山町では、真田幸村大坂への出陣行列のイベントであるとか、あるいは真田にちな

むネーミングをつけた道をつくって、そこへ十勇士の名前をつけるとかいろいろまちづく

りに工夫されているうようでございます。柿が大変おいしいということことだそうでござ

います。ありがとうございました。

それでは、次に大阪市の芳田さんにお願いいたします。

○大阪市集客観光課長代理（芳田 隆氏）

大阪市のゆとりとみどり振興局の集客観光課の芳田でございます。

本日は市長ちょっと来れませんので 私かわりでありまして僣越では、

ございますけれども 大阪市のまちづくり並びに取り組みにつきまして、

ご説明をさせていただきたいと思います。

現在 大阪市では国際集客都市づくりというのを進めております 国、 。

際集客都市と今一言に言いましてもどういうことかといいますと 観光、

だけに限らず、国際的なビジネスとかイベント、それからコンベンション、そしてあとス

、 、ポーツ競技大会 そういったものを通じまして国内外から多くの人や物や情報が集まって
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新しい産業や文化を創造して活力に満ちた都市づくりをすると、一言に言えばそういうこ

とになるんです。

従来から、大阪市内には歴史的な名所旧跡、大阪城を初めそういったものがたくさんあ

ったんですけれども、それにあと飲食とかショッピングとかそういった都市型の観光資源

というものは多数ございましたが、これに加えまして新たな集客施設をいろいろつくりま

して、たくさんのビジターの方に大阪に来ていただこうということで、従来から海遊館で

すとか大阪ドームとか、なにわの海の時空館といった新しい集客施設をつくってきており

ます。最近ではご存じのように、ことしの３月にユニバーサル・スタジオ・ジャパンが開

業いたしまして、東京ディズニーシーと集客力を競っているんですけれども、爆発的な集

客力を誇っておりまして、かなりの方に大阪に来ていただいております。先週ですけれど

も、１１月３日なんですが、これＮＨＫの大阪放送会館と同じように建てたんですが、大

阪歴史博物館という大きな建物ができまして、ここに大阪の難波宮から始まる古くからの

歴史をすべて展示しようということで展示を行っております。

こうしたことによりまして、集客についてのハード整備というのは一応できたんですけ

れども、これからそういったものを使って、いろいろなソフト面での充実をしようという

ことで、ことしの４月ですけれども、私の、今の名前になっております「ゆとりとみどり

振興局」というちょっとユニークな名前の局をつくりまして、スポーツとか文化・観光、

それから公園整備、あと緑化、そういったものを一体的に整備していこうということで取

り組んでおります。幸いにしましてＵ・Ｓ・Ｊの効果もございまして、ことしの観光動向

調査を行いました結果、相当の観光ビジターの方の増加を見ておりまして、今後またたく

さんの方に来ていただいて大阪に滞在していただこうというふうに考えております。

真田氏といいますと、大阪では大阪城が切っても切れない関係にございます。大坂冬の

陣、夏の陣、そして最後に真田幸村が討ち死にをするという極めてドラマティックな、先

ほど出ました真田十勇士の世界がここで展開されるわけですけれども、現在その大阪城の

天守閣といいますのは、昭和６年に市民の寄附によってつくられたものであります。再建

されましてことしでちょうど７０周年を迎えました。

そこで、今ちょうどその７０周年を記念しまして「大阪城７０周年記念イベント」とい

うことで、大阪城の天守閣、そして歴史博物館、これ３日にオープンしたところですけれ

ども、それと隣接してあります、もっと古くからあります難波宮の跡、その三つのエリア

を活用しまして 歩いて楽しむ大阪歴史三景 というイベントを今１２月２日まで開催し、「 」

ております。この中で、資料の展示も行っているんです。

最後になりましたけれども、大阪の方ではこの大阪城を中心とする歴史・文化を初めと

しまして、新しい集客施設を活用してたくさんの方に来ていただこうと考えております。

本日は、ほかの市町村の方々のご意見をいろいろ参考にさせていただきまして、新たなま

ちづくりに取り組んでいきたいと思います。

本当に最後になりましたけれども、本日は白石市の皆さんにお世話になりました。どう

もありがとうございました。

○進行（我妻建治氏）

ありがとうございました。
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大阪市ということになりますと、地域的にも広さという点でも時間的にも大変な幅があ

るところでございますから、それぞれの何をイベントとして持つかとか、あるいはまちづ

くりをするかということになると、これは日本とか世界、ワールドワイドのような形で都

市づくりということがコンセプトになるわけで、真田家ゆかりというあたりとはなかなか

焦点が合いそうもありませんような気がします。しかし、このサミットの成果は、それぞ

れにとるべきところがあればとって、活かしていただきたいというような感じを私は持っ

ております。ありがとうございました。

次に、真田町の箱山町長にお願いします。

○真田町長（箱山好猷氏）

皆さんこんちは 真田氏発祥の里 と言われます長野県真田町からや。「 」

ってまいりました箱山好猷でございます。

私ども真田町は およそ１３００年ほど昔 隣の上田市内に信濃国府、 、

が置かれたころ この国府で使う軍馬 乗馬 荷役の馬を育てるための、 、 、

国の牧監が置かれたようでございまして 真田氏はこの国の牧監の経営、

者として営々と地位を築いていき その後 戦国に入りまして海野平の、 、

合戦という大きな戦いがありまして ここに幸村公から数えますと祖父、

に当たる真田幸隆公が活躍されたという史実が出ております。

しかし、幸村公との縁ができましたのは、実は長篠の戦で武田が負けるまでは、幸村公

は父昌幸公が武田の家臣として甲府におりましたので、その後、長篠の戦で長兄の信綱、

それから次兄の昌輝が戦死して三男の昌幸公が家督を継ぐために真田へ帰ってきた。これ

からでございまして、そのとき幸村公は２歳だったと言われております。そんな関係でご

ざいますが、その後、昌幸公が上田に城を築いて上田におり、関ケ原の合戦の後、沼田の

城主であった信幸公が家督を継いで、その後、長野市の松代へ移ったので、人材も宝物も

全部なくなりまして、真田町に残っているのは山城を初めとする史跡だけでございます。

そんな中で、いま一度真田氏の名前をお借りして地域の活性化を図りたいということで

いろいろ考えてやらせていただいております。

まず、真田町振興公社という組織でつくります品物に、ほとんど真田十勇士等の名前を

つけておりまして、地元の大豆でできる味噌が「幸村公御前味噌」であり、豆腐が「十勇

士豆腐」であり、それからスナック菓子では子供の健康によくないということで豆菓子を

つくっておりますが これが我妻先生もご縁があるようでございますが 穴山小助豆 で、 、「 」

ございまして、等々真田十勇士と一族の名前を使っております。

また、先ほど申し上げましたように残っているのは史跡だけですので、何とかこの史跡

を活かす、真田本城を中心とする七つの山城が残っている規模は全国一だそうでございま

すので、今その山城を活かす計画で事業を進めております。森林空間整備事業という事業

をやっておりますが、そんな中で山城をみんなが登り楽しめる、そしてそれをめぐるトレ

ッキングすることを真田町の一つの観光の売りにしたいと願いまして、少なくなりました

けれども、今菅平高原へ年間１２０万人の方々がスポーツでおいでになるわけですが、ほ

かにも真田町全体を歩いてもらうようなことをしたいということで、今、山城整備を進め

ております。
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さらには、最近できました町の中の橋等には真田氏の名前を使っております。役場のす

ぐそばに、上田市の水源でもございますが、神の川と書く神川（かんがわ）という川が流

れている。ここにかかる橋が「幸村橋」でございます。そして、先日１１月６日に、菅平

へ通ずる深い谷に９６メートルの橋がかかりました。この橋を町民公募で決めまして、高

い谷にかかっているのは「猿飛橋」でございまして、それからその上のところにまたヘア

ピンカーブがございまして、これに橋をかけてもらう予定になっておりますが、これが今

のところ霧もわくので「霧隠橋」と、こんなふうにつけていきたいということで、真田一

族にもう一度働いてもらいたいと、こう願っているわけでございます。

群馬県境の水源のまちでございまして、人口１万１，８００名、小さな町でございます

が、あの戦国の世を知恵と勇気で駆け抜けた真田一族、そして先ほど申し上げました真田

幸隆公が一旦、海野平の戦いで負けて上州を流浪の後、武田信玄に仕えて信州先方衆とし

、 。てこの郷里真田へ帰ってきた心というのは 郷里を思う愛郷心だったと言われております

この真田一族の持った愛郷心を子供たちに学んでほしいということで、今教育関係でも活

かさせてもらい、また学校給食はすべて真田町産の米を使って、それによって郷土を愛す

る気持ちを育ててほしいと。こんなところでも幸隆公に倣う愛郷心を学ばせたいと願って

いるところでございます。

何よりもありがたいのは、本当にあの関ケ原の戦で負けた真田一族を九度山町さんが庇

護をしてくださって、そしてやがて大坂の陣に幸村公が出陣され、負けた後もいろいろな

市町村で子女を引き取って養育し世に出していただいた、このようなありがたさは我々真

田の血を引く子孫としては忘れることのできないありがたさでございまして、本日白石市

へお伺いしまして、いろいろな方々の温かさによって真田の血が保たれたということで、

一族の発祥の里としてありがたく心からお礼を申し上げます。本当にありがとうございま

す。

○進行（我妻建治氏）

ありがとうございました。

今の真田家発祥の地、発祥したけれども上田ができ上がったのでみんな行ってしまった

よという話、そしてもう一度この真田でもって真田町のまちおこしを一生懸命今頑張って

おるというようなお話を受けて大変感銘を受けました。ありがとうございました。

今度は上田市の矢島助役さんにお願いいたします。

○上田市助役（矢島広道氏）

時々話題が出ておりますが 隣の信州上田市からやってまいりました、

矢島と申します 私ども上田市では 一昨年の平成１１年に第２回の真。 、

田サミットを開かせていただきました ちょうど市制施行８０周年記念。

の年に当たっておりましたので 市制施行８０周年記念事業 として開、「 」

催をさせていただいたところでございます その折には 関係市町村の。 、

皆様方に大勢ご参加をいただきまして盛大に開催できましたこと この、

場をおかりしまして厚く御礼申し上げたいと存じます。

真田氏を活かしたまちづくりということでございますが、真田氏といいますと多くの方
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がまずは上田城のことを思い出されるのではないかと、やや我田引水的にそう思っている

ところでございます。信州上田城は、徳川の大軍を２度にわたって退けた城としてその名

を知られておりますけれども、とりわけ第２回目の戦いにつきましては、そのことによっ

て時の徳川秀忠公が関ケ原の戦に間に合いませんで、お父さんの家康さんから大目玉をも

らったという逸話つきの話もございます。その主役でありました真田一族の居城としてよ

く知られております。また、その真田氏の上田城築城とともに形成され始められました城

下町が、現在の上田の市街地の原型になっているわけでございまして、こうした面からも

上田と真田氏とのかかわりは大変深いものがあるわけでございます。

真田氏が築いた上田城は関ケ原の合戦後に破却されましたために、その構造や規模など

は残念ながらほとんどわかっておらない状況でありまして、今残っております三つの櫓、

。 、これは真田氏の次の城主であります仙石氏によって復元をされたものでございます 現在

平成２年度に策定いたしました「上田城跡整備基本計画」に基づきまして、再度復元整備

を進めておりまして、平成４年から６年にかけましては、本丸の東虎口櫓門の復元整備を

行いました。また、その後も石垣の改修工事や尼ヶ淵と呼ばれます崖面の崩落防止工事、

あるいは崖下の公園整備などを行っているところでございます。将来的には往時の姿に復

元したいと考えているわけでありますけれども、大変大きな仕事になりますので、短期間

での整備はなかなか困難な状況にございます。

、 、いずれにいたしましても 上田市のシンボル的な存在であります上田城を歴史に学ぶ場

あるいは市民の憩いの場、また貴重な観光資源として、よりよい姿で後世に継承していく

ために、条件が整ったところから順次整備を進めてまいるつもりでおります。

また、市内には真田氏の関係の施設といたしまして、後ろに映っておりましょうか、池

波正太郎真田太平記館という館がございます。この施設は、故池波正太郎さんの小説「真

田太平記」の世界を訪れる人にお伝えをし、上田市の歴史を再発見していただこうという

ことで、池波家を初め多くの皆様のご協力をいただきまして建設をいたしたものでござい

まして、間もなく開館３周年を迎えるところでございます。市外から足を運んでくださる

方も大変多うございまして、中には毎年の特別展の度に遠くからお越し下さる方もいらっ

しゃるということでございます。

六つそれから 直接真田氏に関連したものではございませんが 六花文 ろくかもん、 、 （ ）、

の花の文と書きますが、六花文という愛称の上田市のシンボルマークがございます。これ

は４年ほど前に一般公募によって制定したものでございますが、真田氏の六文銭をデザイ

ンいたしたものでございます。上田市の象徴として今後も幅広くまちづくりの中に活かし

ていきたいと考えております。その他の事業につきましては、資料にございますので、ま

たそれぞれごらんをいただきたいというふうに思います。

大変大ざっぱでございますが、紹介と近況にかえさせていただきます。どうもありがと

うございました。

○進行（我妻建治氏）

ありがとうございました。

上田市はどうしたって、これは上田合戦という大きな戦を２回やりました。真田氏の武

名というのは、最初は徳川を向こうに回して８，０００なり１万の相手を２，０００ぐら

－16－



いで向かい合ってそれで落ちなかったと。それから、３万の軍兵を持つ秀忠が関ケ原の戦

には間に合わなかったと。それを真田昌幸たちがやった。これは、何といったって上田市

は売りどころでございます。随分昔からこの真田を売りどころにして、いよいよますます

売りどころにしてくるという感じがいたしました。

（群馬県沼田市西田洽司市長が到着され、司会より沼田市の紹介後着席されました ）。

○進行（我妻建治氏）

それでは、次に長野市の久保教育長にお願いしたいと思います。

○長野市教育長（久保 健氏）

長野市の久保でございます。

本日は 歴史のロマンを感じさせる白石市にお招きいただきまして誠、

にありがとうございます 長野市は１９９８年に冬季オリンピック並び。

にパラリンピックを開催した市でございまして そのオリンピックの感、

動を未来へどうつなげるかということを一つの大きなスローガンにいた

しまして、新たなまちづくりを行っているところでございます。

先ほど当市の川井市長様がおそばの話をされたわけでございますけれ

ども、大変おいしいそばでございました。まさに名水、そしてそばということは私ども長

野市も同じでございまして 信濃では月と仏とおらがそば という句がございますが そ、「 」 、

の中の仏は善光寺でございます 善光寺は年間に約６００万人の参拝客がございます 一。 。「

生に一度は善光寺参り」ということが全国でも有名でございます。それに対峙して真田家

の居城でございました松代城があるわけでございますけれども、現在のところ年間に約

２０万人の観光客の方がおいででございますが、善光寺に比べてややというところではな

く、大変に開きがあるわけでございます。真田一族が、信之から始まって十代２５０年に

、 。 、わたり この松代城を居城として栄えたわけでございます そこへどのようにして観光客

、 、そして市民・県民の皆さんのみならず 全国の皆さん方においでいただくかということが

オリンピックの後の感動を未来へということでつなげるわけでございます。

長野市民の方が きょう会場にお集まりの白石市の皆さん方のように 自分たちのまち、 、「

。 、 、 」からこういう武将が出た そして こういう武道にも秀でているけれども 人情にも厚い

と、先ほど来お話がございましたけれども、そういう先輩、先人に誇りを持ち、それを心

のよすがにするということを私どもも学んでいきたいということでございます。

、 、そこで まちを案内する人たちに文化財ボランティアということですべてのことを任せ

どなたにも親切に、自分がわかっている範囲の史実やそれにかかわるようなエピソード等

を説明できる皆さん方のお力をおかりしながら、真田の居城、そして松代全体のまちの雰

囲気を高めようとしているわけでございます。

その一つには松代城の復元がございます。大変お金のかかるところでございますけれど

も、やはり２１世紀にこれからの時代を生きる子供たちのためにも、文化遺産として残す

べきものは残すということで今整備をしているわけでございます。平成１４年には太鼓門

の復元が完了するわけでございます。あと北不明門、それから周囲の堀、これは埋め尽く
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されてしまったわけでございますけれども、それを掘り起こすことによって、さらなるま

ちおこしに努めていきたいということが１点でございます。

もう一つは、まち全体を散策をしていただくこと。心に余裕を持って、ほっとするよう

な歴史のただずまいのまちを歩んでいただくということで「歴史的みちすじ整備事業」と

いう、随所にいろいろな遺跡がございますが、松代城を拠点としてつなげていくというよ

うな施策にも取り組んでおるわけでございます。

また、真田氏は松代藩主として信之公から始まりまして幸民公までの十代、２５０年間

あったわけでございますけれども、その皆さん方が使われた調度品、それから甲冑類、そ

れから古文書、すべてのものを幸民公に寄贈していただきましたので、真田宝物館を開い

たわけでございますけれども、この数万点に及ぶような大事な文化遺産でございますが、

それをどのようにして皆様方に公開していくかということもこれは大事な使命ではないか

と考えているわけでございます。

そのほか、信之公から始まりまして、その代々の治世をしっかりとやっていただいた真

田一族の皆さん方の御霊屋を初めとして遺跡がたくさんございますので、それをリニュー

アルしながら、そして今の若者を初めとしてこれからの世代の子供たちにも、よりよい歴

史を学ぶということの意味を伝えていくような、歴史の雰囲気が漂うようなまちにしてい

きたいと願っているわけでございます。

どうか白石市の皆さん方より、ご助言等をいただきたいというお願いを申し上げまして

紹介にかえさていただきます。ありがとうございました。

○進行（我妻建治氏）

今、長野市の久保教育長さんのお話、これは長野では善光寺、これから松代にも力を入

れると。松代は町の時代から随分観光に力を尽くし、旧跡には力を用いてこられたわけで

すけれども、いよいよ海津城といいますか、信玄が謙信と対応するときにつくった例の川

中島の戦のときの海津城ですが、あれを復元するのかというお話を聞いて大変びっくりし

ております。海津城（松代城）ができることをお祈りいたしたいと思います。

それでは、次は月夜野町の小林町長にお願いしたいと思います。

○月夜野町長（小林雅男氏）

白石市の皆さんこんにちは 今回のサミットに当たりまして 白石市。 、

長さんを初め白石市の皆さんに心からありがたく感謝申し上げる次第で

ございます。

そのようなことで 地元の白石市長さんが以前このようなことを申さ、

れたことが今私の脳裏に浮かんでまいります ということは 第４回の。 、

会場が白石市に決まったときに 私らが決定してお祝いを申し上げまし、

、 「 、 」たら 市長さんは しかし 僕の手でやれるかやれないかわからない

ということを言ったんです。というのは、既に５選目の選挙を控えていたんです。ですか

ら、そういう寂しいことを言った。きょう来てみたら、第５選目も圧倒的な勝利で当選で

きて、自らの手で自らここに開催できたということは本当に私は喜んでおる次第です。本

当にありがとうございました。
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そういうことで月夜野町ということで この町名を見ておわかりでしょうが これは 日、 、 「

本一美しい町名」ということで自負しておるわけであります。それで、先ほど農産物の展

示会場へ行ったら、この名札を見て「きれいな美しい町名ですね」ということを二人に言

われた。ですから、この町名が美しいということと、もう一つ日本一の自慢できるものが

あるんです。これはホタルの里なんです。これは、今「日本一のホタルの里」ということ

でまちおこしをしております。このホタルは今環境のバロメーターということで、大変全

国においてもお金をかけてまちおこしをしております。ですけれども、幾らお金をかけて

もどこでも出るとは限らない。この蔵王の水というのがここにありますが、今飲んでみた

ら大変うまい。ホタルもまずはこの水がきれいでないとだめなんです。二つ目は空気、三

つ目が何かというと、そこに住む町村民の心、ハートがきれいでないとだめなんだよね。

その三つがそろわないとホタルというのはすめないということでございまして、きょうも

約６時間ぐらいかけてここへ来ました。飛んできました。月夜野町は夜ホタルが飛んで、

昼間は何が飛ぶかというと、きょうは町長が飛ぶんですね。きょう６時間も飛んできたん

です。なるべく夜は飛ばないようにしよう。そんな美しいきれいな町であるということを

きょうここで皆さんにＰＲをさせていただきました。

交通関係におきましても、町の中央に上越新幹線の上毛高原という駅があります。群馬

県にたった三つの駅でございます。そして南北にインターが二つ、これ７０平方キロメー

トルぐらいの小さな町ですけれども、国道が二つと在来の駅が二つと幹線交通網には非常

に恵まれた町であるということでございます。

、 、そんなことで きょうは真田にゆかりのある発表をしなければならないのですけれども

私の町は先ほど見えた西田沼田市長さんの隣です。昨年来た方はおわかりでしょうが、そ

ういう隣の町で真田藩が五代、約１００年続きました。沼田藩の城下町ですから。そうい

うことで真田伊賀守信澄という五代目の藩主ですが、その藩主が幼少のころ、少年時代に

十何年か住まわれた小川城というお城が上毛高原の新幹線の駅の前にございます。そうい

うことで、真田伊賀守が沼田藩になるということはあったんですけれども、その前に松代

の１０万石の藩主になるという説もあったわけなんです。おしいがな、正室の子供ではな

く側室の子供であるがために松代に行けなかった。沼田藩は３万５，０００石ぐらいです

からね。片方の松代は１０万石ですから、やはり大きな石を持ったところにいたいのは当

たり前だと。でも、そういうことで行けなかった。それでは、本家の松代に負けない石高

、 。を上げろということで １４万石にするということで真田伊賀守は頑張ったわけなんです

そういうことで、民百姓に過酷な税を強いた。それがわざわいして達成できなかった。当

時、両国の橋のかけかえ等にもミスを犯して、最後の五代藩主が真田伊賀守信澄というこ

とで改易になってしまったわけでございます。そんなところが一つ。

もう一つは、この資料にございますように名胡桃城というのがございます。これは豊臣

秀吉が天下統一のきっかけをつくったところのお城でございまして、非常にこれは有名な

お城でございまして、このお城の城址公園として今整備をしております。そういう月夜野

町でございますので、どうかおいでの節は月夜野町をお忘れなく、月夜野ということで一

度聞いたら絶対にこれは忘れない非常に美しい町名ということです。そういうことで、こ

れからこの１２市町村が今後さらに発展するとともに、いずれは月夜野も会場地にしたい

という考えでございますので、よろしくお願いいたしまして終わります。
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○進行（我妻建治氏）

ありがとうございました。

月夜野町、これは越後境の方になるわけでございますね。確かに昼は町長、夜はホタル

ということでございましょうけれども、有名なのでは磔茂左衛門というようなところがあ

りますし、非常に珍しい民家もあるところでございます。ありがとうございました。

次は、嬬恋村の松本村長にお願いいたします。

○嬬恋村長（松本 先氏）

皆さんこんにちは。群馬県嬬恋村村長の松本先でございます。

きょうは白石市 私はこちらの駅におりたのは初めてでございますけ、

、 、 「 」れども 昨年あるいは一昨年 市長さんに 今度はぜひ白石の方にも

というお話もいただいておりましたので 楽しみにして参加をさせてい、

ただきました 空気もまちもとてもきれいで素敵なところだなと思いま。

した。

私の村は真田の町長さんの隣ですが 県境がございまして真田町は長、

野県、私どもは群馬県。しかし、昔から兄弟のような何となく一族なんだなということを

いつも感じながら育ってまいりました。

私の村に「猿飛佐助修行の地」というのがありまして、私は小さいときから「ここで猿

飛佐助が修行したのかな」と。霧隠才蔵とか三好清海入道とかそんな漫画を読みながら大

変心を躍らせたことを覚えております。また、そんなことを通して武田信玄や上杉謙信の

戦、さらには織田信長や秀吉の天下統一なんていうことをいろいろ思いめぐらしたことを

覚えております。私どもの村の人たちは何となくそんなふうにしながら、自分たちは真田

の一族なんだなと、こんなことを心に抱いていたように思います。

私どもの村にはお関所がございます。この資料の中にもございますけれども、沼田藩主

が関所をつくり、ここを通行する人を取り締まりました。しかし、昔からの抜け道という

、 、のが今もありますが 手形を持たないでそこを通行することのできない人がいたときには

村の人たちがそうっと「ここを通って行けば信州に出られるよ」ということで教えてやっ

たということです。厳しく取り締まる一方でそうした人たちに温情も与えてやった。そう

いうことは非常に大切なことなんだなと。私は今も、そんなことの話を聞きながら、やは

り政治の世界にも行政の世界にも、ただただ取り締まるだけではなくて、生活をする人の

ことをまず考えて、そして物事を進めるということも大切なんだなと、そんなことをこの

関所のことを通して教わったように思います。

私ども嬬恋村はキャベツの産地でございます。きょうこちらへ来ましたら農業まつりを

やっておりまして、キャベツ、白菜、大根、それから馬鈴薯がたくさん展示されておりま

した 「こんなにキャベツがあると困るな」と思って係の人に聞きましたら 「いやそんな。 、

に大した量ではないですよ」と言われたのでほっといたしましたが、宮城県仙台市の市場

まで嬬恋村からトラックで運んでおります。私どもの村は１年間に２，０００万ケース、

１００日で毎日１０トン車２００台ずつ出荷をさせていただいております。真田の子孫と

しては、そういう面で国民にお役に立とうと、こんなふうに思っております。先ほど我妻

先生を初めいろいろな方からお話がありましたけれども、真田氏ゆかりの市や町・村がお

－20－



互いに力を合わせ心を合わせていく、そして地域の人や国家社会の役に立とうとする、非

常に大事なことではないかなと思いますので、これからもぜひこうしたことをお互いに大

事にしていきたいなと、そんなことを私どももできる立場から努力をしたいなというふう

に思っております。

今私どもは、隣の真田町さん、それから上田市さん、こうした長野県の真田一族の市町

村と力を合わせて、きょうこちらにもいる長野原町、吾妻町、中之条町、みんなで協力を

し合って地域の高規格道路をつくろうということで努力をしておりますが、一族が協力を

して道路を建設したり、あるいは地域を発展させるためのいろいろな努力をしていこうと

思っております。

きょうは北の都・白石市にこういう機会を得て来られたことを本当にうれしく思ってお

ります。群馬県の嬬恋村、どうぞこれからもよろしくお願いいたします。ありがとうござ

いました。

○進行（我妻建治氏）

ありがとうございました。

嬬恋村のキャベツというのは大変東京でも有名なところでございます。真田ゆかりのま

ちは、本当に群馬県それから長野県県境周辺にたくさんございますので、これが一つにな

っていろいろな計画が立てられつつある。大変力強く思います。

次は、同じ長野原町の永井助役さんお願いします。

○長野原町助役（永井 勉氏）

長野原町助役の永井でございます 本来ですと町長が出席をするとこ。

ろでございますが 公務のために出席がかないません 大変恐縮でござ、 。

いますが、代理の永井ですが一言ごあいさつ申し上げます。

初めに 川井白石市長さんのお招きをいただきまして 真田サミット、 、

に出席をいただきまして大変光栄の至りでございます 真田サミットの。

、 、開催の目的が 真田氏にゆかりのある市町村が新世紀を記念しまして

、白石市に集いまして交情を高めるということは大変すばらしいことで

この計画に感銘をいたしております。

真田氏とのかかわりについてでございますが、実は隣の嬬恋さんもお話をしましたが、

嬬恋の隣町が私の町でございます。人口は７，０００人という大変小さな町でございます

が、明治２２年に町村制をしきましてから合併も編入もなくて１１２年という歴史を重ね

ておる町でございます。

真田氏とのかかわりの中では、特に中世の頃でございましょうか、永禄６年（１５６３

年）頃でございますが、ここの後のパネルにもございますように、羽尾氏というこれは海

野氏の一族でございます。この興亡を中心にしまして西吾妻と言っておりますが、言うな

らば越後の上杉（岩櫃城 、それと甲斐の武田氏（長野原城 、このはざまの中で戦国時代） ）

のドラマが展開をされておるわけでございます。長野原城がござまして、その合戦記は非

常に壮絶を極めまして、武田氏の配下の農兵が集まらず、真田氏の配下であります、６ペ

ージの幸隆公でございますが、そのわきにあります常田氏が長野原城を支えておりました
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が戦死をいたしまして、幾度となく繰り返されたと加沢記に書いてございます。

近世に入りますと、長野原町は真田昌幸公支配の沼田藩の所領地となったわけでござい

ますが 天和元年伊賀守信澄が非常に苛斂誅求を極めまして領民に重税を課したと こん、 。
かれんちゅうきゅう

なことで９１年間の統治がされたわけでございますが、除封をされたようでございます。

私の町のコンセプトにつきましてお話を申し上げたいのですが、実は昼食のときに市長

さんからダムの話が出まして、市長さんがこの東北方面のダムの建設に大変リーダーシッ

プを持っておるというお話でございますが、実は私の長野原町は同じく国の直轄事業であ

ります八ッ場ダムというダムがございます。これは国土交通省直轄の建設事業でございま

すが、首都圏、東京都、埼玉県、千葉県、群馬県、茨城県、この関東地方の利根川水系の

最後の巨大なダムでございまして、総貯水量が１億７５０万立方メートルということで、

洪水調節と飲料水、工業用水に利用する重要な役割を持っておるためでございます。国は

脱ダムというような中でございますけれども、首都圏の工業用水または洪水調節というこ

とで、ことしの６月に補償協定が調印をされまして、いよいよ今生活再建と基幹整備に着

手をしておるわけでございます。今ダムが大変町のあらゆる行政につきまして大きな課題

になっておりまして頭が痛いところでございます。

いずれにしましても、きょう白石市長さんのお招きをいただきましてサミットが開催を

されました。川井市長さんにまず大変お世話になったことを感謝申し上げまして、また市

民の皆さんのご協力をいただきましたことを感謝申し上げまして、大変簡単でございます

が、一言ごあいさつにかえる次第でございます。ありがとうございました。

○進行（我妻建治氏）

ありがとうございました。

それでは、次も上州吾妻郡でございますが、吾妻町の一場町長さんお願いしたいと思い

ます。

○吾妻町長（一場 貞氏）

ご紹介いただきました吾妻町長の一場でございます。

実は私はいろいろな日程の都合がありまして昨日こちらへお邪魔をし

たわけでございます お昼を食べた後 宿を出ましてまちの中を歩いて。 、

。 、 、いろいろ史跡を回りました まず最初に白石城 そしてミュージアム

ここでは立体ハイビジョン 阿梅の方を父幸村がこの片倉家にお願いを、

する場面でございました それから 片倉小十郎とその家臣団の展覧会。 、

もございました その後 武家屋敷に参りまして武家屋敷を見学し さ。 、 、

らに歩いて、相当離れておりましたが片倉家城主の廟所がございまして、そこも歩いて行

って拝んでまいりました。今朝はまた宿を出まして、当信寺というお寺に歩いてまいりま

した。そこで大八、それから阿梅の墓をお参りをしてここへ駆けつけてまいりました。

この半日ちょっとでございましたけれども、この間、私は白石市民の皆さん非常に親切

にしていただき、特に白石城では解説ボランティアの鈴木さんというご婦人の方に、非常

に懇切丁寧に私どもに解説をしていただいております。きょうこの会場においでになると

いうお話でございます。それから、例の片倉家歴代のお墓に参りましたときに、柿をもい
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でおりましたおじさんがおりましたが 私が群馬県ですという話をしましたら 実は私の、 、「

父は群馬県の水上温泉です。今も水上に土地を持っておりまして、時々そちらへ帰ってお

ります 縁があるんですね ということでありました そのほかいろいろな方にお会いし。 。」 。

ましたけれども、私が感じたことは、この白石市民のどなたもがこれまでの白石の歴史・

文化に対して非常に大きな誇りを持って生活をされているということを感じたわけであり

まして、これはまさに市長さん初め市民の方々がそうした気持ちで一致しておられるんだ

なということを感じました。こうしたことこそ私どもの町でも参考にしなければいけない

なと、こんなふうに感じた次第でございます。

きょうは実は自分の町のほらを少し吹きたいのでございますが、時間がございませんの

で町自慢は省略をしまして、早速真田氏に関するお話をさせていただきたいと思っており

ます。

、 、 、 、私どもの町は 西の長野県上田城 あるいは真田城 それから一番東にあります沼田城

この間に挟まれた岩櫃城というお城のある町でございます。この町には、標高８０２メー

トルの岩櫃山という非常に岩肌のごつごつした山がございます。私どもの町のシンボルと

している山でございますけれども、この山の中腹に岩櫃城という城があったわけでありま

す。残念でございますけれども現在は建物はございませんで、二ノ丸あるいは本丸、そう

した遺構というか遺跡が残っております。空堀等も残っております。この城をめぐりまし

て、永禄６年（１５６３年）でございますが、武田信玄が上州侵略のために真田幸隆にこ

の岩櫃城の攻略を命じまして、幸隆がこの城を落として城主となったわけでございます。

以後３０年弱でございますけれども、この岩櫃城の城主として真田家が支配を続けてきま

した。

時が流れて天正１０年、真田昌幸は織田・徳川の連合軍に攻められていた武田勝頼を武

田の再興を図る目的で岩櫃城に迎え入れようということで、これはお話によりますと御殿

を築いて、そしてお招きしようと。この御殿を３日間で建設をしたということが言われて

いるわけであります。実は、この武田勝頼は岩櫃城に来る前に天目山の戦いで自刃をして

しまって、ついに来ることはできなかったわけでありますが、この御殿は昌幸の一族でご

ざいます根津潜竜斎という山伏がおりまして、この山伏が拝領してお寺にしまして、巌下

山潜竜院というお寺をつくりました。このお寺も現在はございませんけれども、石垣が残

っているわけでございます。

天正１８年になりまして北条氏が滅亡し、一度北条氏の支配下に置かれておりました沼

田は、再び真田氏の支配下になります。それで、昌幸の嫡子でございます真田信幸は、初

代沼田城の城主となりまして、岩櫃城はこの沼田城の支城になったわけでございます。

しかし、時が流れまして江戸時代になります。慶長１９年、城下町の平川戸に、きょう

の白石市の農業まつりのように非常ににぎやかな市が立ちました。これをどうやら徳川家

、 。 、康が不思議に思ったということで 城主の真田信幸は岩櫃城を破却いたしました そして

城下町を平川戸というところ、現在もその跡が残っておりますけれども、そこから現在の

私どもの町の中心地であります観音原というところに移して現在の町ができているという

歴史があるわけでございます。

さて、私どもこの岩櫃城を今後どうしていくかという課題があるわけでありますが、そ

の一つは、この岩櫃城という多くの史家が注目をし、非常に大事にしている史跡でござい
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ますけれども、これがまだ町の文化財の指定にしかなっていない。何としてもこれを県指

定に、行く行くは国指定に持っていきたいというのが私どもの願いでございます。

しかし、地権者が全域にまたがりますと１２０名ほどおりまして、なかなか地権者のご

了解をいただくというのが非常に困難でございます。要害地区、つまり本丸とか二ノ丸と

かそうした要害地区だけでも４８名の地権者がおりますものですから、まずはその地権者

の方々のご了解を得る中で県指定に、そして国指定といくかと、こんな願望を持っている

ところでございます。

昔を偲びまして 現在は１１月３日文化の日に 岩櫃紅葉祭 そして８月の第１日曜日、 「 」、

は「岩櫃まつり」という行事を行いまして、戦国のありし日を偲んでいるというのが現在

でございます。どうも大変まとまりませんが、以上申し上げまして私どもの町の発表にか

えたいと思います。ありがとうございました。

○進行（我妻建治氏）

ありがとうございました。

冒頭に白石市と市民の心を随分褒めていただきまして、ありがとうございました。

岩櫃城跡が国指定の文化財になるとよろしいですね。

今度は中之条町の唐澤館長さんにお願いします。

○中之条町歴史民俗資料館長（唐澤定市氏）

中之条町歴史民俗資料館の唐澤です 小渕光平町長に代わって申し上。

げたいと思います。

真田氏と私どもの町とのかかわりを考えてみますと 真田氏は信州小、

県郡の小さな集落から始まりまして 小県 佐久の２郡を掌握し やが、 、 、

て上州にやってまいりまして吾妻 利根郡を含めた４郡を支配するよう、

になりました 真田氏が吾妻地方に初めて入ってから約２０年で吾妻を。

支配し、それから利根に進出をしております。そして、天正１０年

（１５８２年）に武田家が滅亡した後、この４郡を完全に支配する戦国大名として発展し

ております。それがやがて江戸時代の幕藩大名に続くわけですが、そのときに信州の２郡

と上州の２郡が分かれ、上州は沼田真田藩に入りました。

中之条町には、真田氏とのかかわりについての幾つかの事例があります。この資料にも

載せておきましたけれども、ちょっと報告させていただきたいと思います。町や村、ある

いは個人の歴史もそうですけれども、ある程度の資料の裏づけを持ってさかのぼれるとこ

ろは大体戦国時代までです。そういうことで、この戦国時代までの歴史の中で、中之条町

は東吾妻の盆地の中央で、周辺の里からいろいろな物資が集まってきて市場が開かれて発

展をした町であります。そして、その町が始まったのが近世の初めであり、真田氏によっ

て開かれた町、真田氏の時代につくられた町ということが言えます。

町のほぼ中心に嵩山（嶽山）という山があります。かつてここには、先ほど吾妻町の一
たけやま

場町長から紹介がありました岩櫃城の真田氏と対決をした、吾妻の土着の武士たちのより

どころとなりました嶽山城がありました。これが真田氏の武略によって攻略されまして、

そこに落城の歴史があるわけです。その古戦場の跡は今は町の活性化センターになってお
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りまして、そば打ちの体験施設があったり、あるいは１００％そば粉によるそば処があっ

たりして大変にぎわっております。そしてまた、町の東側の名久田川の河岸段丘上にあり

ます横尾八幡城というお城ですが、このお城には天正１６年に真田信之の朱印状が残って

。 、 、 、おります その朱印状には６３名の吾妻の武士たちの名前が書かれておりまして 弓 槍

鉄砲の得物と、その下に名前が書いてありますが、その名字と現在の吾妻地方の人たちの

名字が一致するわけです。そういうことで、吾妻地方の人たちのルーツを探すときに、そ

の八幡山番帳に突き当たるわけですが、一番よりどころになる資料となっております。

慶長５年（１６００年）は関ケ原の戦いですが、その２年ほど前の慶長３年、中之条町

の北に四万（よんまん）温泉と書く四万（しま）温泉がありますが、ここに建築された日

向見薬師堂に棟札があります。この棟札はそのお堂とともに明治４５年２月８日に国宝に

指定されました 戦後は重要文化財になっておりますけれども この棟札の中に 大檀那。 、 、「

真田伊豆守信行（信幸）の武運長久を祈ってこのお堂が建てられた」ということが記され

ております。

また、四代目の真田信政公の時代には中之条町の伊勢町に間歩（まぶ）用水という用水

を築いております。真田氏が開いた用水のおかげをもって町が大変潤っておるという事実

もあります。真田とのかかわり、そういうふうな真田氏との縁故によってこういうふうな

会に出席させていただいているということを改めて感謝している次第です。

○進行（我妻建治氏）

ありがとうございました。

中之条町の歴史資料に裏づけられたお話を今伺いました。興味深く伺いました。ありが

とうございました。

次は、沼田市の西田市長さんお願いします。

○沼田市長（西田洽司氏）

きょうは遅れて参りまして恐縮でございました。沼田市長の西田でご

ざいます。

実はきょう１０時から、新世紀記念事業として沼田市では２，００１

本の桜を植えようということで、２，０００人の市民の皆様方がスコッ

プを持って１カ所に集まりまして、それぞれ寄附金も全部２，０００円

ずつ出していただいて、まさにボランティアできょう１０時から植樹が

始まっていたということで、そちらの方へ出てきたものですから、遅れ

て参りまして恐縮をいたしております。

この２００１年を記念して２，００１本の桜でありますけれども、２，０００本は市民

あるいは沼田市から外に出ておられる方々、思いのある方々に集まっていただいて自分た

ちで植えていただこうという趣向であります。あと一本、最後の２００１年の１本は、こ

れは皆さんのお手元にございます沼田市の案内のところに出ておりますが、沼田城の跡に

ございます御殿桜という桜があります。この二世木を前から準備しておりましたので、こ

れを２，００１本目に植えようということで、そちらを植えるのは私はこちらへ来る都合

で植えられませんでしたけれども、そんなことがあって遅れてきたということで、まずお
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詫びをしなければなりません。

先ほど月夜野町の小林町長さんがちょっと触れられましたけれども、何年か前のＮＨＫ

の大河ドラマ「元禄繚乱」ですか、あのドラマのスタートが、先ほど言われましたように

江戸両国橋かけかえの特命を受けた沼田藩が、そういうトラブルを起こして間に合わなか

ったということでお取りつぶしになるというお話がありましたが、それ以来ずっと沼田市

は木の町というか、木を江戸の方に送りながら栄えてきた木のまちでありますので、今で

も産業は圧倒的に木が多いわけであります。

この沼田市は随分古くから栄えたまちでありまして、そもそもは三浦家沼田氏というの

が小さな社をつくって築城いたしましたけれども、何といっても沼田氏以来、沼田の骨格

をなしたのは、真田氏による沼田城の歴史とそのまま進んできているというのが現状でご

ざいます。先ほど来お話の信之公がこれを築城するわけでありますけれども、五代の伊賀

守信澄によってこれは破却されます。それまでの間、真田の城下町として栄えに栄えまし

た。その沼田は、今でも六文銭があちらこちらの方から出てまいりまして、これは寺や神

社はもちろんでありますけれども、一般の民家の中でもいろいろなところで六文銭が書か

れています。

そうした古い歴史を持っておりますが、この沼田市は真田、やがて本多、黒田、土岐と

４氏３００年にわたって城下町として栄えるわけでありますけれども、現在はまちづくり

にどういうふうにこれを活かしていこうかということで、まず現在は沼田公園という公園

になっておりますかつての城址、この城址公園をこれからのまちづくりの中核にしていこ

。 、うというふうに考えているところであります ことしから何とかスタートしようと思って

まず二重櫓が一番史実にもはっきりしてまいりましたし、掘り出してみたならばはっきり

してまいりましたので、二重櫓からスタートいたそうと思っていたら、先ほど来お話の沼

田城時代から続いているという御殿桜を切りませんとこれが建たないということになりま

して、これもまたしばらく様子を見ようというような状況になっております。その点、白

石城がいち早くつくられたということは大変うらやましい限りでありまして、小林町長さ

んなんかも早くつくれというので、利根郡下の町村長さんからは大変私の方にハッパをか

けられるんですけれども、どういうわけだか普請奉行をやる人はいるんですけれども、勘

定奉行の引き受け手がなかなかいないものですから思うようにいかないのです。その点、

川井市長さん立派だなと思っております。

また、実は先ほどお話した、きょう植樹祭をやった場所は全国植樹祭の会場地でありま

すけれども、白石市の翌年の平成１０年に全国植樹祭、天皇皇后両陛下をお迎えした植樹

祭会場に今朝行ってきたわけでありますが、それより１年前がこの蔵王の白石市で行われ

ました。どういうわけだか一歩ずつ遅れておりまして、川井市長さんは全国市長会の副会

長さんという大変お偉い方でありますけれども、どういうわけだかこれもまた２年私より

も早く市長になって、何でも沼田市は白石市を後から追いかけているというような状況で

ございますので、これからもいろいろとご指導をいただく機会が多いと思いますが、どう

ぞよろしくお願いを申し上げたいと思います。

先ほどから月夜野町であるとか吾妻町であるとか嬬恋村であるとか、あるいはただいま

の中之条町などがみな沼田の支城であった、あるいは出先であったというようなお話がご

ざいますけれども、例えばなかなか堂々たるものでありまして、ただいまの唐澤先生は、
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もう歴史においては群馬県でもナンバーワンという歴史研究の大家でありますけれども、

きょうかわりに来られました小渕光平町長さん、これは小渕恵三元総理大臣のお兄さんで

、 、ありますから なかなか沼田藩の関係の市町村は大変すばらしい発展ぶりでございまして

本家本元の沼田市長としてはじくじたる思いがありますが、これからは白石市さんのご指

導もいただきながら追いかけていきませんと真田のお殿様に申しわけない、こんなふうに

思っております。

最後に一つだけ申し上げますと、きょう沼田で行いました２，００１本の桜の植樹も、

先ほど来、沼田を愛して沼田をふるさとと思って沼田から出ておられる方に声をかけまし

たところ、真田から始まった真田、本多、黒田、土岐とこう申し上げましたが、土岐家の

正式のご城主でございます土岐實光さんという方がいらっしゃいますが、この方のご協力

により、土岐桜というのを２００本そろえて植えることとなりました。その植える場所が

実は真田堀という名前で言われておりますが、沼田城は台地の上につくってあるために、

延々１５キロにわたって遠くから水を引いてきておりますけれども、そこのところへずっ

と植えてありました桜が、道路拡張でこれを切らなければならない運命になってまいりま

した。それならば、真田のお殿様が植えたのならば、最後の土岐の殿様が桜を植えようと

、 。 、 、いうことで 土岐桜として植ることとなった この土岐さんは お隣のところにあります

こちらの方にも幾つもご縁があるなかなかの名門大名でありますけれども、そんなことも

お話を申し上げながら、今でもまちづくりは延々と沼田城時代から続いているということ

をお話し申し上げてごあいさつといたします。ありがとうございました。

○進行（我妻建治氏）

沼田市は 「森林文化都市」を宣言して着々とお進めいただいているようでございます、

し、２，００１本の桜の木を植樹するというようなことをきょうおやりになってこられて

いる。さらに、沼田城をどうするかということでいろいろ今お考えになっていると。大変

興味深いお話でございました。ありがとうございました。

今度は、真田ゆかりのまちとしては、今のところずっと一番北でございます岩城町の加

藤町長さんお願いします。

○岩城町長（加藤鉱一氏）

皆さま、こんにちは。

ただ今ご紹介いただきました秋田県岩城町長の加藤です。

我が岩城町は真田との縁のある自治体としては、恐らく一番北に位置

するのではないかと思います。また、唯一、日本海に面しております。

冬の日本海は風雪やら、それはもう厳しいものがあるわけですが、そう

した場所になぜ真田幸村の五女・お田の方がおこしになられたのか？こ

れは少々話が長くなりますので割愛いたしますが、史実として、私ども

岩城亀田藩の二代藩主の奥方としてお田の方がおこしになられました。

亀田藩を統治されました岩城氏は、その昔福島県いわき市一帯を治めおられましたが、

関ケ原の戦い、また大坂冬の陣・夏の陣といった一連の戦いの際に徳川に味方しなかった

ために、領地没収そして流浪の後、川中島１万石から移封となり亀田２万石を領されまし

た。
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この写真にあります妙慶寺というお寺ですが、お田の方が開かれたお寺でありまして、

これが真田幸村の五女・お田の方のお墓であります。ここにはお田の方と弟である幸村の

、 。三男・幸信のお二人が眠っておられ 現在も住民の皆さんが毎年追悼会を行っております

亀田におこしになった時に身に付けられていた、六文銭の付いた鎧・兜も残っておりまし

て 今 町ではこうした歴史遺産を活かし 史跡保存伝承の里 歴史を生かしたまちづく、 、 「 」「

り」ということでまちづくりを進めております。

先ほどから様々なお話がありますように、私どもも歴史の縁・絆というものは大変大事

であると思っております。岩城家の１８代のご当主様は今も年に５～６回は町にお見えに

なられます そして今なお 町のことを思い 今 現在自分があるのは その昔から三百。 、 、「 、 、

数十年にわたって皆さんのお世話になったからである」とよく話されます。私どもは、そ

うした思いに応え、住民の幸せのためのまちづくりをしなければならない。あらためて、

この歴史の縁・絆ということの深さを感ずる昨今であります。

私どもの町では、前町長がぜひ城を復元したいとして、こちらの白石城のように史実に

基づいた立派な城ではございませんが、分相応のと申しますか、少々大きいかもしれませ

んが城をつくりました。内容としては観光施設であります。美術館も城形に造りました。

また、町の特産品としてワインを醸造しておりまして、年間十数万本ほど出荷しておりま

すが、その工場も城形、お城のワイン城でありまして、三つの城のある町として、年間

１００万人くらいの観光客が訪れる町になっております。

そういう縁を大事にしながら、ようやく町も昨年、過疎地域の指定から脱却をいたしま

した。地理的には秋田市と本庄市のちょうど中間に位置しております。人口減少にも歯止

めがかかり、ことしの１２月１日にはＪＲの新しい駅が開業しますし、来年には日本海東

北自動車道の岩城インターも開通することになっております。

再来年は岩城町が当番をやるようにというお話がありましたので、お引き受けすること

にいたしました。今度は是非とも皆さまに岩城町においでいただきたいものと願っており

ます。

きょうは本当にありがとうございました。

○進行（我妻建治氏）

ありがとうございました。

それでは、最後に白石市の川井市長からお願いいたします。
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○白石市長（川井貞一氏）

、 。実は 沼田市の西田市長さんのお話を聞いて大変感激いたしました

つい先日の全国市長会の役員会のときに わざわざ私の席においでにな、

りまして 「昨年おまえが来たんだから僕は必ず行くよ」と、こうおっ、

しゃいました まさか２ ００１本の桜を植えるという沼田市の大イベ。 ，

ントがその日に重なるとは思いませんでした それを途中で中座をされ。

て こちらにおいでいただいたということに大変感激をいたしておりま、

す。ありがとうございました。

先ほど九度山町長さんから「九度山でやるときは真田十勇士に一人ずつ扮してもらうん

だ」というお話がありましたが、そうしますと私は多分三好清海入道あたりかなと。それ

ではどうしようかなと思っている、そんなような人間でございます。

どうして今回真田サミットを白石市でというお願いをしたかということについてお話し

したいと思います。要するにまちづくり、まちおこしというのは人であります。人がまち

をおこすわけでありますが、その人が、そのまちの歴史とか、そのまちの文化とか、その

まちの自然にプライドを持たなければ、とてもまちおこしなんかできるわけがございませ

ん。

そういう意味でいいますと、はっきり申しまして真田幸村という人は、二代将軍秀忠に

とっては憎んでも余りある人間だろうと思います。何せ上田城の２度目の戦いのときは、

そこで食いとめられて関ケ原の戦いに間に合わなかったわけでありますから、下手をする

と二代将軍なんて首になる可能性があった。それを邪魔したのは結局幸村でありますし、

その後、大坂夏の陣では家康を自殺寸前まで、腹切り寸前まで追い詰めたということであ

ります。

その真田の子弟を二代重長が引き取ってきた。これは、実は大変な冒険だったろうと思

います。しかし、私は片倉家というのは本当に伊達の忠臣でありますから、政宗に黙って

こういうことをしたとはとても思えないのです。ところが、政宗というのはご承知のとお

り英雄であります。英雄というのは言葉をかえていうと煮ても焼いても食えない人間であ

りますから、多分「よし、ここで真田を引き取っておけば、その後はもう一回天下をねら

うチャンスがあるだろう」と。２度ぐらい失敗していますからね。そのために「よし」と

言ったんでなかろうかなと思う。それに対して二代重長は忠臣でありますから、万が一ば

れたら自分がひっかぶればいいと、そういう気持ちで真田の阿梅さんをまず引き取ってき

たということだろうと私は思わざるを得ないのです。でありますと、その二代重長の持っ

ている男気と申しましょうか侠気と申しましょうか、これは我々その子孫として学ぶべき

点がいっぱいあると。こういう気持ちこそまちおこしにつながるものだと、こんなぐあい

に考えております。

きょうご来賓としておいでの片倉邦雄先生、湾岸戦争が終わった後で、ある場所で三塚

博先生のご仲介で外務省の幹部と一緒に慰労会を催しました。私も「おまえ来い」と言わ

れ参りました そのときに 大使よくここまで頑張られましたね と言ったときに 僕の。 「 」 、「

血の中には坂上田村麻呂の血と真田幸村の血が流れている。そして、片倉喜多の名跡を継

いだというそのプライドが最後まで頑張った大きな原因だ」と、このようにおっしゃった

のを今でも覚えております。したがって、そのようなプライドを持つこと、実はこれがま
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ちおこしの最大のエネルギーだと、このように考えます。

、 。 、 、そして そのことは実はすぐに報われるんです 先ほど我妻学長の話の中で 三代景長

これは阿梅の方の庭訓と申しましょうか十分な教育を受けて育ったと言いますか、実は有

名な伊達騒動のとき、三代景長は幕府から命ぜられて伊達騒動の後始末をいたします。で

すから もっと極端に言えば 歴史に イフ はありませんけれども もし はありませ、 、 「 」 、「 」

、 。んけれども もし阿梅の方を重長が引き取ってこなかったら伊達がつぶれたかもしれない

阿梅の方の教育を受けて、景長という人間がそれほど、要するに後始末を全部お前がやれ

と言われるぐらいの人間に成長していなかったら、伊達もつぶれたかもしれないというこ

とも言えると思います。

そういういろいろな意味で、この歴史を踏まえ歴史を大切にし、それを誇りと思って白

石のまちの発展に、まちおこしにつなげていければと。例えば白石城の復元もそうであり

ます。決して観光のために私はつくったつもりはございません。白石市民にこの歴史を持

つまち、このすばらしいまちを誇りを持って生きていくまちにしたいと思ってつくりまし

た。ところが、残念ながら余り観光客が来過ぎて観光の面ばかりクローズアップしている

のは、私にとっては本当は本意ではない。そういうことであります。そういう意味で、こ

れからもぜひ真田の精神を受け継いで、このまちおこしに努めてまいりたいと考えており

ます。以上でございます。

○進行（我妻建治氏）

、 。最後に白石市長の川井節が出てまいりましたのでありますが ありがとうございました

きょうのサミット、１３市町村のご出席の皆さんから、これまでのまちづくりの事例と

これからの施策等々についてご発言、ご報告をいただきました。

そこで、これからこの真田氏ゆかりの市町村が連携して行う施策にどういうものがある

んだろうか。この際、ご提案があればちょうだいしたいということでございます。

先ほど打ち合わせの中で、白石市からぜひ提案したいということで、そのことについて

皆さんにお諮りしようかということがございますが、この件について川井市長から説明を

するようにいたしてよろしゅうございましょうか （拍手）。

それでは、川井市長の方からぜひ提案したいとお考えになっていることについてご説明

をお願いしたいと思います。

○白石市長（川井貞一氏） 前回沼田市でサミットが行われましたとき、私の方から「真

田電子博物館」をつくったらどうであろうかという提案をいたしました。

本市では早速作成をいたしまして、本年９月にリリースいたしました。その際、関係市

町村の皆様方には各市町村のホームページのリンクをご承諾をいただきまして大変ありが

とうございます。

その白石の「真田電子博物館」に掲載されている内容につきまして、まずは担当より説

明をいたしたいと思いますので、ひとつ画面の方をごらんいただければと思います。
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○白石市振興課長（大野恒男氏）

それでは、担当から「真田電子博物館」に掲載されている内容についてご説明させてい

ただきます。

後ろのスクリーンをごらんいただきたいと思いますが、このホームページの目次にリス

トを掲載しております。ちょっと文字が小さいので見えないかもしれませんが、白石城を

初め片倉氏の御廟、真田幸村の墓などを掲載しております。参考に真田幸村の墓のページ

を開いてみます。

このように市内蔵本地区にある真田幸村の墓の写真と説明文を掲載しております。

次に目次に戻りまして、この電子博物館には、真田サミット関係の各市町村のホームペ

ージへのリンク集を設けております。各市町村のホームぺージにもアクセスすることがで

きるようになっております。それではリンクを開いてみます。
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このように 全国の真田氏ゆかりの地へリンク のページを設けて 各市町村のホーム、「 」 、

ページにアクセスできるようになっております。

それでは、リンクの例として、今日おいでになっております秋田県岩城町さんをクリッ

クしてみます。

このように岩城町さんのホームページにアクセスできます。そして、岩城町さんが開設

しているこのホームページの中には、岩城町内の真田氏ゆかりの史跡など、真田氏関連の

ページが掲載されております。ちょっと中を開いてみたいと思います。これが、岩城町さ

んのホームページにある真田氏ゆかりの妙慶寺のページです。

もう一カ所見てみたいと思います。それでは、この真田サミットを提唱されました長野

県真田町のホームページを見てみることにしたいと思います。
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これが真田町さんのホームページでございます。この中にはもちろん真田氏関連のペー

ジが掲載されております。ご存じのように、真田町は真田氏発祥の里でありますので、非

。 。常に多くの真田氏関連のページが掲載されております これはほんの一部分でございます

このように本サミットにご参加いただいております各市町村のホームページには、真田

氏に関連するぺージが紹介されております。

以上で内容の説明を終了いたします。

○白石市長（川井貞一氏）

以上説明をいたしましたが、そこでご提案でございますが、本日ご出席の各市町村は全

部ホームページをお持ちでございます。そして、そのホームぺージには必ず真田氏関連の

ページがあります。しかし、それが構成市町に全部リンクされておるというわけではない

ということでございます。そして、その町あるいはその市の史跡、あるいはそういう真田

氏のことにつきましては、何といってもその町の解説が一番詳しいわけであります。そう

いう意味で、この真田氏関連のページをすべての市町村に「真田電子博物館」という統一

した名称をつけ、そして全部アクセスできるようにしてはどうだろうかと、このようなご

提案であります。

これによりまして、もう一度真田というものを思い起こす。そして、より充実した発信

ができると同時に、インターネットを使った情報発信の中で、一つのテーマで各自治体を

リンクさせるというのは多分恐らく日本で初めての試みだろうと、このように考えるもの

であります。そういう意味で、ぜひともこの提案にご賛同くださるようお願いを申し上げ

まして、提案理由の説明とさせていただきます。

○進行（我妻建治氏）

ありがとうございました。

ただいま川井市長からご提案のありました「真田電子博物館」の開設、それぞれの市町

村が開設しているホームページの中で紹介している真田ゆかりのホームページを再構成し

て、１３の自治体、市町村が連携して「真田電子博物館」という統一名称を使用し、相互
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にリンクさせるという形でつくり上げようというご提案でございましたが、皆様からのご

意見をお伺いしたいというふうに思います。

○真田町長（箱山好猷氏）

真田サミットを提唱させていただきました真田町といたしましては、４回目にして誠に

、 。 、すばらしい提案をちょうだいしたと こう感じております このことが実現いたしますと

ますますこの真田サミットが充実し、そして関連市町村の発展につながるのではないかと

いうことで大賛成でございます （拍手）。

○沼田市長（西田洽司氏）

前回の沼田市開催のサミットでの提案は、子供たちがニュースポーツとして、けがをし

ないようないろいろなルールをつくってチャンバラごっこをみんなでやってみたらどうか

というような、まことに漫画チックな提案に対しまして、また一本取られたという感じが

いたしましたが、私は大賛成であります。ただいまの真田電子博物館は大賛成です。あり

がとうございました （拍手）。

○進行（我妻建治氏）

今、沼田市長からも賛成のご意見でございました。それでは、これを立ち上げるという

ことで決めてよろしゅうございましょうか （拍手）。

それでは、真田電子博物館を立ち上げていくと、このサミットで決定したということに

いたしたいと思います。本当にありがとうございました。

今ご提案され、サミットでその施策等についてスタートしていく。ぜひ実現していただ

きたい。そして、真田氏ゆかりの少なくとも１３自治体、１３の市町村がこれを契機にま

すます連携を深めていくという方向で、相互にまた刺激し合いながら将来にわたって継続

していただきたいと思います。

それから、これは私自身の余計なことかもしれません。一番南の九度山、大阪、それか

ら一番北の岩城、さまざまな地域環境は違うかと思います。しかしながら、例えば環境問

題が非常に大きな問題として現在ございます。自然環境の問題もございますし文化環境、

あるいは教育環境というものがございます。受けとめ方は市町村それぞれにおいて違うか

もしれません。あるいは真田ゆかりのまちまちでも、１３市町村でもそれなりの温度差が

あるかもしれません。物によって市町村レベルの違い、あるいはネーションマインドな問

題にひっかかてくる。あるいはグローバルとこのごろ言いますけれども、ワールドワイド

。 、な問題にひっかかってくる それぞれ違っても１３市町村の中でどういう温度差があって

どういう環境問題について取り扱うかというような、もう少し生臭い話も別な機会にたっ

ぷりと首長さんたちの間で考えていくようにお願いしたいと思います。

後ろ向きに懐かしいロマン、あるいはまちづくりということはもちろんですけれども、

人づくりの根底にあるのはこれからは環境問題、２０世紀は技術の時代だというふうに言

われたときもありましたけれども、２０世紀の最後はＩＴの時代だと一遍に変わって、ま

たこのごろになってくるとＩＴはもう古いよというので、心の時代だとかまた逆戻りして

いく、非常に大きな２１世紀の時代は先がとっても見えそうもないような時代でございま
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す。それは、大阪というところ、それから白石では随分物の考え方が違うでしょうけれど

も、違うなりにこういう問題も扱ってみる、話し合ってみる、そういうサミットがあって

もよいのではないかと。サミットの主題の一つにするときがあってもよいのではないだろ

うかと。さまざまな温度差がわかるだけでもいいのではないだろうかと、そんなことをこ

のサミットに私自身勝手ながらお願いしたいと思います。

差し当たりは「真田電子博物館」の開設、そういう方向できょうのサミットは終了とい

う形にさせていただきました。

誠に不行き届きなコーディネーターでございます。たっぷりと時間ばかりかかってしま

いました。しかし、おかげさまで何とかこぎつけることができたと思います。ご協力あり

がとうございました （拍手）。

○司会（わたなべゆりえ）

ありがとうございました。

我妻様並びに全国からご出席いただきました皆様に、もう一度大きな拍手をお願いいた

します。

続きまして、本サミットに当たり共同宣言を行います。

なお、この共同宣言は、サミットに先立ち開催された出席者会議において承認をいただ

いております。

それでは、共同宣言を白石市振興課大野恒男課長より朗読し、本サミットの共同宣言と

いたします。

○白石市振興課長（大野恒男氏）

共 同 宣 言

戦国の乱世をたぐいまれな武勇と智略で生き抜いた真田氏は、武士道を貫き４００年以

上の時を超えて現代の人々の心にその名を残しています。

この真田氏にゆかりの全国の市町村が、宮城県白石市に集い「新世紀真田サミット」に

おいて、次の事項を確認し、ここに高らかに宣言します。

１、真田氏の歴史ロマンを後世に継承し、人々の活力とします。

１、真田氏の歴史ロマンをまちづくり、人づくりに活かし、心のかよいあう温かいまちを

築きます。

１、真田氏ゆかりの地域間における信頼関係を築き、相互理解のもと人的、物的交流の促

進を図ります。

平成１３年１１月１１日

新世紀『真田サミット』

○司会（わたなべゆりえ）

続きまして、次回開催地への引き継ぎ式を行います。

次回開催地であります長野県長野市の久保教育長へ 開催録 の引き継ぎをお願いいた、「 」

します。

それでは、川井白石市長、久保教育長、舞台中央にお進みください。
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○白石市長（川井貞一氏）

第１回から続いております真田サミットの巻物、ぜひともお引き継ぎいただきます。来

年はよろしくお願いいたします （拍手）。

○司会（わたなべゆりえ）

それでは、久保教育長に一言ごあいさつをいただきます。

○長野市教育長（途中退席のため、長野市商工部観光課長 塩澤一郎氏）

来年開催をお引き受けいたしました長野市でございます。真田１０万石の城下町長野市

の松代で開催を予定しております。この白石さんのような立派なサミットになるかどうか

不安ではございますけれども、参考にさせていただきまして、これから準備に取りかかろ

うと思っております。ぜひ来年は長野市へお越しをお待ちしております。よろしくお願い

いたします （拍手）。

○司会（わたなべゆりえ）

ありがとうございました。

以上で新世紀「真田サミット」シンポジウムを終了いたします。
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サミット第３部　特別創作講談
演　題：大坂合戦異聞「智将と娘」

講談師：旭  堂  小南陵（きょくどう　こなんりょう）

１１月１２日　真田史跡等めぐり
当信寺→白石城（天守閣・歴史探訪ミュージアム）→真田幸村墓

●大阪堺市生まれ

●近畿大学入学と同時に講談師の世界へ

●大阪府立大学大学院修了

●1978年旭堂小南陵襲名・真打ち昇進

●NHK朝の連続ドラマ「やんちゃくれ」

天神堂梅林役で出演するなど、役者

 歴史テレビ番組の司会者としても活躍

P R O F I L E

白石市福岡蔵本地内にある真田幸村の墓
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真田サミット参加市町村

九度山町

大 阪 市

真 田 町

上 田 市

長 野 市

月夜野町

嬬 恋 村

長野原町

吾 妻 町

中之条町

沼 田 市

岩 城 町

白 石 市

市町村名

648-0918

559-0034

386-2292

386-8601

380-8512

379-1393

377-1692

377-1392

377-0892

377-0494

378-8501

018-1392

989-0292

郵便番号

和歌山県伊都郡九度山町大字九度山1190

大阪府大阪市住之江区南港北1ー14ー16
WTCビル25階

長野県小県郡真田町大字長7178ー1

長野県上田市大手1－11－16

長野県長野市大字鶴賀緑町1613

群馬県利根郡月夜野町大字後閑318

群馬県吾妻郡嬬恋村大字大前110

群馬県吾妻郡長野原町大字長野原66－3

群馬県吾妻郡吾妻町大字原町594－3

群馬県吾妻郡中之条町大字中之条1091

群馬県沼田市西倉内町780

秋田県由利郡岩城町内道川字新鶴潟50

宮城県白石市大手町1－1

住　　　　　　　　所

0736-54-2019

06-6615-6294

0268-72-2200

0268-23-5112

026-224-5042

0278-62-2111

0279-96-1257

0279-82-2244

0279-68-2111

0279-75-2111

0278-23-2111
内線3222

0184-73-3171

0224-22-1324

電 話 番 号

企画公室

ゆとりとみどり振興局
集 客 観 光 課

情報政策課

企 画 課

企 画 課

商工部観光課

企画観光課

企画観光課

企画調整課

企 画 課

総務部企画課�

情報企画課

総務部振興課

担　　当NO.

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

新世紀『真田サミット』会場

白石市文化体育活動センター・コンサートホール

和歌山県

大 阪 府

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

秋 田 県

宮 城 県

都道府県

群 馬 県
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新世紀「真田サミット」

記 念 イ ベ ン ト

第２３回白石市農業祭『餅まき』

サミット開催前に行われた白石市農業祭恒例の『餅まき』に参加

いただき、農業祭を盛り上げていただきました。
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真田サミット物産展
《第２３回白石市農業祭と同時開催》

真田氏ゆかりの市町村による観光物産展

開催期間：平成１３年１１月１０日（土）～１１日（日）

開催場所：ホワイトキューブ　アリーナ

出展市町村：和歌山県九度山町・長野県真田町・長野県上田市
　　　　　　群馬県沼田市・秋田県岩城町

片倉小十郎と家臣展

開催期間：平成１３年１０月５日（金）～１１月１２日（月）

開催場所：白石城歴史探訪ミュージアム展示室(２階）

展 示 物 ：片倉小十郎公並びにその家臣着用甲冑・刀剣・古文書など、
　　　　　白石市民の所蔵品を中心に展示


